
お問い合わせ

公益財団法人ちば県民保健予防財団 調査研究部企画広報課
〒261-0002 千葉市美浜区新港32番地14
TEL：043-246-8606

報告

講演1

報告

講演1

「ネグレクトが疑われる子どもへの支援について
～学校現場でできることを考える～」

講師：明治大学 文学部 教授 加藤 尚子 先生

子ども虐待は子どもに対する重大な人権侵害であり、時には尊い命まで奪われてしまうことがあります。
その中でもネグレクトは、年齢が上がると命に直結する危険を感じにくくなるため、つい「見守り」と
いう意識で放置されやすく、対応が困難な虐待のひとつです。
子どもたちと接する教職員は、ネグレクトが子どもにもたらす影響とその対応について理解することが
重要です。この講演では、子ども虐待とネグレクトについての基本的な知識を身につけ、学校現場でで
きる支援について一緒に考えていきたいと思います。

講演2

「ヤングケアラーの理解と適切な支援
～それぞれの立場でできることを考える～」

講師：埼玉県立大学 保健医療福祉学部 教授 上原 美子 先生

「ヤングケアラー」とは、大人が担うと想定される家事や家族の世話などを日常的に行っている18歳
未満の子どもをさします。家庭内のデリケートな問題であることやヤングケアラーはもとより家族にも
自覚がない場合もあり、支援が必要であっても表面化しにくいことが指摘されています。そのためヤン
グケアラーの多様性を理解し、一人一人の意向を尊重しながら、適切な支援へつないでいくことが必要
です。子どもたちが多くの時間を過ごす学校の福祉的機能を踏まえ、多機関や多職種が連携しながらそ
れぞれの立場でできることを考えていきます。

令和5年 8月22日（火） 9時 ～ 9月12日（火）16時

※セミナーのお申込みは7月上旬頃を予定しております。

「学校保健集団検診事業の結果」

講師：公益財団法人ちば県民保健予防財団

常務理事兼総合健診センター副センター長 角南 祐子

こちらからも

お申込できます!

✉ お申込み後に送信されるメールに記載されているアドレスからセミナー動画をご視聴ください。


